
事業概要

 事業別売上高構成比  �業務用／家庭用比率 
（2022年度）

業務用

93.3％

家庭用

6.7％

17.7％

594億円

1.5％

50億円

80.8％

2,705億円

売上高
（ 2022年度）

3,350億円

小麦粉は食品の中で最も用途が広く、私たちの食生活に欠か

すことのできない重要な食品素材です。業務用ではパン、ケー

キ、麺類などの用途に合わせた各種小麦粉やユーザーのニー

ズに対応したプレミックス類・パスタを製造・販売し、家庭用

でもプレミックス類やパスタを提供しています。

大豆、菜種、トウモロコシ、米ぬかなどを原料に、天ぷらやフラ

イ、ドーナツなど、様々な用途に合わせて開発した各種植物油

を製造・販売しています。また、飼料原料などになる脱脂大豆、

食肉加工・水産加工食品に使用される大豆たん白を提供してい

ます。

【 主なグループ会社 】
（ 2023 年 6月末現在 ）

･�奥本製粉株式会社
･�木田製粉株式会社
･�株式会社内外製粉
･�セントラル製粉株式会社
･�株式会社スウィングベーカリー
･�グランソールベーカリー株式会社
･�ガーデンベーカリー株式会社
･�タワーベーカリー株式会社
･�Showa Sangyo Vietnam  
Co., Ltd.

･�國成麵粉股份有限公司

【 主なグループ会社 】
（ 2023 年 6月末現在 ）

・ボーソー油脂株式会社
・長岡油糧株式会社
・クミアイ油脂株式会社
・ムサシ油脂株式会社
・南日本コメ油株式会社
・東京油脂工業株式会社
・昭和冷凍食品株式会社
・辻製油株式会社
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飼料事業

その他

トウモロコシを原料としたコーンスターチをはじめ、ぶどう糖

や異性化糖、水あめ、イソマルトオリゴ糖などの糖化製品およ

び加工でん粉製品の製造・販売を行っています。これらの製品

は、ビールや清涼飲料、菓子、パンなどの食品分野から工業分

野まで幅広い用途に使用されています。

養鶏用、養豚用、乳牛・肉牛用、養魚用配合飼料およびきのこ

菌床栽培用栄養体の製造・販売を行っています。グループ会社

の工場が臨海部に位置しているため、原料を直接岸壁から取

り込むことが可能なほか、ふすまや脱脂大豆といった副原料を

自社の製粉工場や製油工場から受け入れられるため、原料調

達面で非常に有効です。高品質な飼料の生産・開発、生産物

の流通、経営指導など畜産ビジネスをトータルに応援します。

輸入穀物の保管・荷役を行う倉庫業、所有不動産の賃貸など

を行う不動産業のほか、保険代理業、自動車などのリース業、

運輸業、アグリビジネス等を行っています。

鹿島工場サイロ 植物工場

【 主なグループ会社 】
（ 2023 年 6月末現在 ）

･�敷島スターチ株式会社
･�サンエイ糖化株式会社
･�新日本化学工業株式会社

【 主なグループ会社 】
（ 2023 年 6月末現在 ）

･�九州昭和産業株式会社
･�昭和鶏卵株式会社
･�中一食品股份有限公司

【 主なグループ会社 】 （ 2023 年 6月末現在 ）

・昭産商事株式会社
・昭産開発株式会社
・株式会社ショウレイ
・株式会社オーバン
・株式会社昭産ビジネスサービス
・昭産運輸株式会社

・スターベーカリー株式会社
・名古屋埠頭サイロ株式会社
・志布志サイロ株式会社
・鹿島サイロ株式会社
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